
② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 評価 最終試験

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

企画内容60％、実技試験20％、出席率20%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

いかに柔軟な発想が出来るか、諦めずに実習に取り組む事。グ

ループワーク一丸となりより面白い作品が出来るよう切磋琢磨す

る事。全ての実習項目に出席し、完成まで責任を持って参加する

事。

16 編集実習Ⅰ 撮影した素材を編集し、仕上げを行う

17 編集実習Ⅱ
撮影した素材を編集し、仕上げを行う（プレビューも行

う）

14 撮影実習Ⅰ 台本にそった撮影を行う

15 撮影実習Ⅱ 台本にそった撮影を行う

12 制作実習Ⅱ
撮影場所、キャスト、予算等の調整、交渉、許可取りを行

う

13 制作実習Ⅲ 撮影スケジュールを決める

10 番組台本制作Ⅲ 企画内容にそった台本の制作を行う

11 制作実習Ⅰ 台本の内容から、撮影場所、キャスト、予算等を決める

8 番組台本制作Ⅰ 企画内容にそった台本の制作を行う

9 番組台本制作Ⅱ 企画内容にそった台本の制作を行う

6 企画Ⅲ プレゼンテーションした内容で学内コンペを行う。

7 企画Ⅳ コンペの内容をブラッシュアップする

4 企画 いままでに無いテレビ番組を考え、企画書にまとめる

5 企画Ⅱ 企画にまとめた内容をプレゼンテーションする。

2 テレビ業界研究Ⅱ 実際のテレビ制作の現場を見学する

3 テレビ番組研究 テレビ番組の種類、現在のトレンドを研究する

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 テレビ業界研究Ⅰ
テレビ業界での必要な心構え、専門用語等の基礎知識を学

ぶ

授業概要、目的、

授業の進め方

１．映像制作の基礎からテレビ番組制作まで幅広い知識を得る。

２．台本作成・撮影・編集・MAの制作工程を学ぶ。

３．発想力、自主性、を作品制作を通じて身に付ける。

学習目標

（到達目標）

①テレビ制作を学ぶうえでの心構えと、映像を学ぶうえで必要な基礎知識、スキルを身につける。

②グループワークを通して、積極的なコミュニケーションを取れる人材を育成する

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
教科書は使用しない、必要な資料はその都度配布

90時間

映像（放送）制作概論

担当教員 朝倉　隆司 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 放送・音楽業界の現場に７年、専門学校にて26年の指導、MBAホルダー



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 〇　後期実技試験
基本的台本を自ら脚色（アドリブ）し、面白くかつ感動的

にイベントを進行する。

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

前期実技試験40%、後期実技試験40％、学習意欲20%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

実技が中心になります。事前に発声を行っていて下さい。配布さ

れたプリントは全てファイルし授業に持ってきて下さい。

16 MCについて 司会台本をもとに進行を行う。

17 フリートーク 議題をもとにトークを展開する。

14 コメディー　Ⅱ 漫才の台本をもとに、それぞれの役柄を演じる。

15 コメディー　Ⅲ コントの台本をもとに、それぞれの役柄を演じる。

12 ナレーション　Ⅲ 作成したナレーションを収録する。

13 コメディー　Ⅰ
落語・漫才・漫談・大道芸などコメディーのジャンルと簡

単な歴史を学ぶ。

10 ナレーション　Ⅰ ナレーション原稿を読むトレーニングを行う。

11 ナレーション　Ⅱ 自身でナレーション原稿を作成する。

8 ラジオパーソナリティー　Ⅲ スタジオにて３０分のオフエアー放送を実施する。

9 〇　前期実技試験 各原稿読み、およびフリートーク試験を実施

6 ラジオパーソナリティー　Ⅰ オリジナリティーのある楽曲紹介台本を作成する。

7 ラジオパーソナリティー　Ⅱ 自然とテンポよく楽曲紹介が出来るトレーニングを行う。

4 アナウンス（取材）
スタジオとの掛け合いが出来るよう取材の基本的ノウハウ

を学ぶ。

5 アナウンス（フリートーク）
求められた質問に対して、スマートかつ具体的に返すト

レーニングを行う。

2 アナウンス（実況）
映像を見ながら情報を伝える（実況）・変化する様を具体

的に伝える。

3 アナウンス（レポート） その場から知り得る情報を伝える。

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 アナウンス（基礎）
ニュース原稿を尺に合わせて読む。感情を入れずにお天気

情報を伝える。

授業概要、目的、

授業の進め方

１．放送業界で活動するタレントのトーク実技をメインに授業を行う。

２．台本の意図を理解し、状況にあった読みが出来る。基本的なフリートークが出来るようになる。

３．実技が中心となるが、随時、講義を行うことで原稿作りや放送制作のノウハウも学ぶ。

学習目標

（到達目標）

10分程度のナレーション、ラジオトーク、レポーターが出来るようになる。放送制作の基本的行程を理解し

ている。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
配布プリントなど

54時間

放送タレント学

担当教員 朝倉　隆司 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 放送・音楽業界の現場に７年、専門学校にて26年の指導、MBAホルダー



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 試験 範囲：これまでの授業範囲

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

定期試験30%、レポート30％、授業での発言20％、学習意欲20%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

各授業前に、教科書「経営戦略の論理」を読み込んで（指定あ

り）授業を受けて下さい。また、企業戦略を知るよりも、それを

知ることで自身がどう考えたかが大事になります。授業では出来

るだけ多くの発言を心掛けて下さい。

16 戦略の組織適合（トヨタ自動車）
初の米国輸出でのオーバーエクステンション

P３４０～P３５１

17 戦略の組織適合（アサヒビール）
長期低迷企業の再生

P３５２～P３８０（抜粋）

14 戦略の資源適合（ファンケル）
資源蓄積を利用した新事業展開

P２９６～P３０４

15 戦略の資源適合（シャープ）
戦略が資源を蓄積し、利用する

P３０５～P３３９（抜粋）

12 見えざる資産（アスクル）
進化し続けるための情報蓄積

P２５０～P２６０

13 見えざる資産（ローム）
見えざる資産の地道な蓄積

P２６１～P２９４（抜粋）

10 戦略の技術適合（島精機製作所）
メカトロニクスがファッションを提案する

P２０４～P２１２

11 戦略の技術適合（セイコーエプソン）
生産技術が事業展開をドライブする

P２１３～２４９（抜粋）

8 戦略のビジネスシステム適合（HOYA）
後発からトップシェアへのビジネスシステム

P１６２～P１７１

9 戦略のビジネスシステム適合（ミスミ）
購買代理店のコンセプトとその実現の仕組み

P１７２～P２０３（抜粋）

6 戦略の競争適合（船井電機）
低価格こそが武器（市場は米国に）

P１１７～P１２５

7 戦略の競争適合（三星電子）
日本企業の対米逆転・DRAM参入

P１２６～P１６１

4 戦略の顧客適合（花王）
市場を創造する商品開発

P７７～P１０５（抜粋）

5 戦略の競争適合（松下電器産業）
DVDレコーダーの断トツシェア戦略

P１０６～P１１６

2 戦略の顧客適合（キリンビール）
「ラガー」の生ビール化と歴史的逆転

P５４～P６５

3 戦略の顧客適合（ドン・キホーテ）
驚きと感動を売る小売業

P６６～P７６

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 企業経営戦略の基礎
SWOT分析・ポジショニング・経営戦略の基礎（商品戦

略・コスト戦略・差別化戦略）など

授業概要、目的、

授業の進め方

１．企業のケーススタディーを中心に紹介する。

２．企業が行った経営戦略を学ぶ。

３．経営戦略から自身が考える授業を行う。

学習目標

（到達目標）

1.企業の基本的経営戦略を学ぶ。2.様々なケーススタディーを学ぶことで自身の理論を組み立てることが出

来る。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
ケースブック経営戦略の論理（日本経済新聞出版社　伊丹敬之・西野和美）

54時間

ビジネス社会学

担当教員 朝倉　隆司 ×

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 放送・音楽業界の現場に７年、専門学校にて26年の指導、MBAホルダー



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 後期模擬プレゼンテーション 作成した企画書をもとにプレゼンテーションを実施

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

プレゼンテーション前期・後期80％、学習意欲20%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

基本的な基礎知識が中心となるが、この知識が無いと舞台制作は

出来ない。定期的に実施する舞台や音楽イベントを制作運営する

ためにも必要なことであるため、しっかり身に付けるようにして

下さい。

16 芝居作りの基礎知識（照明）２
明かりはフロントがポイント・バックは美しく・一条明か

り・スポット・照明をあやつる　P４２～P５０

17 芝居作りの基礎知識（音響）
音も演技する・機材について・２C、２TC・音を広げる・

耳で確認する　P３７～P７３（抜粋）

14 芝居作りの基礎知識（舞台）２
吊り物・照明関係の機構・床面について・装置を飾る

P２５～P２８

15 芝居作りの基礎知識（照明）１
主な照明の名称と略号・生明かりは舞台の空気・シーリン

グとトップ明かり　P２９～P３５

12 舞台監督は裏の主役
イメージを現実に・舞台は危険がいっぱい・舞台監督は先

を読め・スタッフは根　P８～P１２

13 芝居作りの基礎知識（舞台）１
舞台各部の呼び名・幕について・場転について・迫りにつ

いて・舞台と客席の境に　P１４～P２４

10 台本作り 前期に作成した企画書をもとに台本作成を実施

11 組織の在り方
プロデューサー・ディレクター・舞台監督・音響照明・美

術など、それぞれの役割と関係性。

8 企画書作成（広告・動員計画）
誰に、どのように情報を伝えるか。どこへアプローチして

設定された動員数を集めるのか。

9 前期模擬プレゼンテーション 作成した企画書をもとにプレゼンテーションを実施

6 効果測定と評価・実施予算集計と報告書作成
問題点まとめ、PR効果チェック・予算報告・イベント全

体の報告書作成・次回への記録、情報集約

7 企画書作成 テーマ・コンセプト・ターゲット・内容の作成

4 会場・展示・告知ツール作成
会場構成・装飾施工手配・出展物リスト作成・搬入搬出計

画・来場者誘導計画・届け出について

5 全体運営管理・責任分担と進行チェック
最終チェックポイント・出演者の確認・各スタッフ確認・

マスコミ対応など

2 イベント目的の設定・基本的コンセプトについて
目的目標の設定・テーマの設定・展開実施プランの作成・

会場演出レイアウト・イベント内容・PRプラン

3 マスコミ媒体・PR媒体・DMその他
告知方法・媒体決定・PR手段・招待・入場券手配・リス

ト準備・アンケート調査

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 イベントの基本的構想
組織づくり・スタッフ選定・予算枠決定・会期会場の決

定・広報と動員計画

授業概要、目的、

授業の進め方

１．小規模（キャパシティー２００名前後）のイベント企画・制作・運営を行える実務能力を養う。

２．前期は企画から制作を中心に授業を展開し、後期以降はステージ舞台の基礎知識を養う。

３．まずは企画書が書けること。次にステージ舞台の制作運営がイメージ出来ること。

学習目標

（到達目標）
小規模イベント（芝居・音楽ライブ）の企画制作が出来る。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
THE　STAFF舞台監督の仕事（晩成書房　伊藤弘成）、その他プリント配布

54時間

イベントプランニング基礎

担当教員 朝倉　隆司 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 放送・音楽業界の現場に７年、専門学校にて26年の指導、MBAホルダー



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 評価 課題曲に合わせて創作ダンス

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

試験(発表)30%、基礎力30％、学習意欲20％、積極性20％

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

進行状況に合わせながら振付も変えていく。身体的リズム感を養

うためには自主練習も必要。発表のタイミングを設け、精度を高

めていく予定。

16 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ アップテンポの曲(A)練習。表情、リズム確認。

17 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ アップテンポの曲(A)練習。表情、リズム確認。

14 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ アップテンポの曲(A)振付の続き。フォーメーション。

15 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ アップテンポの曲(A)練習。表情、リズム確認。

12 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ アップテンポの曲(A)振付の続き。

13 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ アップテンポの曲(A)振付の続き。フォーメーション。

10 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、ステップ 前期の復習

11 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ アップテンポの曲(A)の課題。新しい振り付け。

8 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ グループ練習。動きの確認。

9 テスト グループ発表。

6 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ
リズムキープ、体を大きく使えるような振りを加えた練

習。

7 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ グループ練習。動きの確認。

4 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、ステップ ステップ、ボディコントロールできるための練習。

5 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、振り入れ ピッチが早すぎない課題曲から練習。基本的動きを確認。

2 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング
アイソレーション。首・胸・腰・膝・足首と、上から下へ

と行う。

3 ストレッチ、アイソレーション、リズムトレーニング、ステップ アイソレーション。リズムをとりながらステップ。

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 ストレッチ 基本的なストレッチ。体のパーツを動かし確認。

授業概要、目的、

授業の進め方

１．正しい姿勢、舞台で動ける身体、体力をつける。

２．リズム感を身につける。

３．テーマを持ち、課題曲の振りをマスターする。

学習目標

（到達目標）

１．振付られた課題を練習し、踊ることができる。

２．個々の表現を入れながら、課題曲を踊ることができる。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
なし

54時間

ダンス実技

担当教員 MIE（中野　美恵） 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 HipHopダンサーとして１５年以上活躍。アイドルの振付も行う。



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 評価 試験により実施（希望者は検定試験を実施）

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

検定合格40%、模擬試験30％、確認テスト合計点20％、学習意欲10%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

芸能ビジネスでは重要な知識となるので、しっかりと理解に努め

ること。

教科書以外にも音楽ビジネスについての理解も深める。

16 模擬試験（過去問題より重要部分を出題） 答え合わせおよび解説

17 ビジネス著作権BASIC検定試験 直前に模擬テストおよび解説あり。

14 著作者の権利・著作隣接権・著作権を無断で利用できる例外 問題集P１８～P３２　確認テストおよび解答・解説

15 著作権の変動・著作権の侵害と権利救済・著作権法とその周辺 問題集P３３～P４０　確認テストおよび解答・解説

12 産業財産権とは
特許権・実用新案権・意匠権・商標権

プリント配布

13 ビジネスと法・著作物に関する基礎知識・著作者とは 問題集P8～P１７　確認テストおよび解答・解説

10 勝手に使うとどうなるか
著作権の侵害・みなし侵害・著作権侵害罪・民事的対策

教科書P１３３～P１４５

11 著作権に関する関連制度
知的財産権制度・情報モラルと著作権

教科書P１４９～P155

8 勝手に使える場合がある
権利制限規定・私的使用・不随的著作物・教育・図書・非営利無

償の上演、演奏・引用転載　教科書P８３～P１０１

9 著作物を伝達する者を保護する制度
著作隣接権（実演家）（レコード製作者）（放送事業者・有線放

送事業者）・隣接権保護期間　教科書P１１７～P１２９

6 著作権は誰が持ついつまで保護される
著作権の始期・著作権の保護期間・国際的保護

教科書P６３～P６９

7 他人の著作物は勝手に使えない
著作権の譲渡・利用許諾・契約

教科書P７３～P77

4 著作権の内容　１
著作権の内容・著作者人格権・公表権・氏名表示権・同一性保持

権・一身専属性　教科書P３１～P４１

5 著作権の内容　２
財産権の内容・複製権・上演権及び演奏権、上映権・公衆送信

権・貸与権、譲渡権、二次的著作権　教科書P４３～P５９

2 著作権で保護されるもの
著作物の定期・著作物該当性に関するその他の問題点

著作物の例示・特別な著作物　教科書P１～P１９

3 著作権は誰が持つ
著作者の定義・著作者の例外・著作者と著作権者

教科書P23～２９

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 著作権とは何か イントロダクション・著作権の性質・著作権法の目的

授業概要、目的、

授業の進め方

１．著作権の基本的知識習得を行う。

２．前期、教科書中心に授業を行い、後期は問題集で知識習得の確認を繰り返す。

３．実際の判決例などを取り入れ、より著作権が身近なものである工夫を行う。

学習目標

（到達目標）
１．著作権の基本的知識が理解出来る。２.　ビジネス著作権BASIC合格を目指す。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
ビジネス著作権検定公式テキスト（ウイネット）　ビジネス著作権検定初級問題集（サーティファイ）

54時間

著作権

担当教員 朝倉　隆司 ×

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 放送・音楽業界の現場に７年、専門学校にて26年の指導、MBAホルダー



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 演技発表 発表会（エチュード）と総評

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

定期試験40%、レポート25％、実技試験25％、学習意欲10%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

様々な台本を使い、時間ごとにテーマを探り、表現の世界を色々

な角度で感じ取ってください。決して、授業がすべてでない表現

の世界であるとともに、先人たちが記した表現について理解する

ことの大切さも学んでほしいと思います。

16 演技実習７　エチュード３ エチュードから生まれたシーンを台本化してみる。

17 演技発表 発表会（エチュード）

14 演技実習５　エチュード１
場所や場面、人物の性格だけを決め、役者のみでストー

リーをその場で繋いでみる。

15 演技実習６　エチュード２
前回、行ったエチュードと同じシチュエーションで行って

みる。新しい発見や表現を感じてみよう。

12 演技実習３　インプロ１
反射や影響から心に生じる変化を自然体として受け止め、

行動へと進めてみる。

13 演技実習４　インプロ２
シチュエーションだけを与え、個人の記憶から発想される

行動や変化を楽しみながら表現してみる

10 演技実習１　姿勢や発声で必要な体について 基本的なトレーニングのおさらい

11 演技実習２　反射と影響
台詞や表情・仕草から相手の意識を感じ取り、それに反応

してみる。

8 俳優演技の基礎８　コロス 集団演技について

9 演技発表
コロスもしくは、複数人による演技

５分程度の演技発表会

6 俳優演技の基礎６　喜怒哀楽と老若男女 感情表現に年齢設定や性別、擬人化などを加えてみる。

7 俳優演技の基礎７　アンサンブル稽古 集団による歌のシーンやダンスシーンについて

4 俳優演技の基礎４　シチュエーション
場面設定の理解と人物像から行動やセリフの言い方を試し

てみる。

5 俳優演技の基礎５　感情表現について
感情の出し方より先に、感情の生まれ方を考える。自分に向けて

話す相手の台詞から自分が反応していることを理解する。

2 俳優演技の基礎２　表情を鍛える
日常的な場面でも、表情は動いています。台詞理解ととも

に、目線や仕草も無意識に反応しています。

3 俳優演技の基礎３　呼吸法に対する意識
気持ちの持ち方で行動に差が出ます。ため息や笑い方な

ど、いろいろな呼吸の仕方があります。

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 俳優演技の基礎１　体の使い方
トレーニングの重要性の確認

発声・滑舌などの訓練について

授業概要、目的、

授業の進め方

１．舞台俳優に必要な身体を身に付ける

２．演技メソッドの理解と実践

３．リアリズム演劇を理解する

学習目標

（到達目標）

現実的な表現と非現実的な表現について理解できる。また、演出家が求める演技について考え、対応し順応

できる。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
練習用台本を必要に応じてコピーし配布

54時間

演技理論実技

担当教員 矢頭　勲 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 舞台演劇活動歴30年以上、　舞台演出・舞台監督・演技指導歴15年



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

54時間

芸能ビジネス

担当教員 朝倉　隆司 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数

授業概要、目的、

授業の進め方

１．芸能プロダクション業務を正しく把握する。

２．芸能プロダクションに仕事内容や契約を正しく理解する。

３．前期は芸能プロダクションのビジネス的基礎知識を修得し、後期はケーススタディーから各プロダク

ションのビジネス手法を学習する。

学習目標

（到達目標）

芸能界におけるタレントの仕事内奥や契約について正しい知識を修得する。自身に合った芸能プロダクショ

ンを知る。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
配布資料

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 芸能プロダクションについて タレント発掘・育成・マネジメント

2 芸能プロダクションの仕事内容
プロデュースおよびマネジメント・価値を高めエンターテ

インメントの創造に寄与する。

3 タレント発掘について オーディション・コンテスト・売り込み・スカウトなど

4 タレント契約について 専属契約・包括契約・その他、著作権上の契約

5 芸能プロダクション所属とフリーランスの違い
企業とのパートナーシップ関係と個人での活動展開につい

て

6 芸能界における報酬について 歩合制か固定制か・売れてもアルバイトを続ける理由

7 タレントの権利　Ⅰ パブリシティー権について

8 タレントの権利　Ⅱ 実演家が持つその他の権利（隣接権）

9 〇　前期評価試験 前期学習した範囲の復習（記述）

10 アナウンス系芸能プロダクションについて
セントフォース・オフィストゥーワン・圭三プロ・三柱・

フォニックスなど

11 俳優系芸能プロダクションについて
テアトルアカデミー・スターダスト・ホリプロ・ユニマ

テ・研音など

12 音楽系芸能プロダクションについて
アミューズ・烏龍舎・エイベックス・ソニーミュージック

アーティスツなど

13 お笑い系芸能プロダクションについて
浅井企画・太田プロダクション・オフィス北野・タイタ

ン・プロダクション人力舎・吉本興業など

14 タレント系芸能プロダクションについて
サンミュージック・松竹芸能・ワタナベエンターテインメ

ント・マキセ芸能社など

15 声優ナレーター系芸能プロダクションについて
アーツビジョン・IAMエージェンシー・青二プロダクショ

ン・８１プロデュースなど

16 モデル系芸能プロダクションについて
シャノワールモデル・オスカープロモーション・プラチナ

ムプロダクション・ジャパンモデルほど

17 後期評価プレゼンテーションⅠ
現存するプロダクションの特徴や他社との差別化された部

分をパワーポイントにまとめ、発表を行う。

18 後期評価プレゼンテーションⅡ
現存するプロダクションの特徴や他社との差別化された部

分をパワーポイントにまとめ、発表を行う。

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

前期評価試験30%、後期評価プレゼンテーション30％、企業レポート（全7

回）30％、学習意欲10%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

後期以降、授業毎にレポート提出があります。内容は、各プロダ

クションに関する企業規模や内容です。評価基準になりますので

忘れないように。



実務経験教員の経歴 放送・音楽業界の現場に７年、専門学校にて26年の指導、MBAホルダー



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

24 本番

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

評価50%、制作過程での進捗状況20％、学習意欲30%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以上)・

D評価を不可とする。

観客を入れての本番になります。授業の一環というよりプロ意識

を持って臨んで下さい。

22 リハーサル 会場入り（通し）

23 ゲネラルプローベ

20 稽古期間 最終チェック

21 リハーサル 会場入り（通し）

18 稽古期間 音響・照明プランニング

19 稽古期間 音響・照明プランニング

16 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

17 稽古期間 音響・照明プランニング

14 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

15 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

12 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

13 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

10 台本作成 直し

11 台本作成 完成

8 台本作成 基本的構成決定

9 台本作成 ラフ台本

6 企画書作成 予算・スケジュール・組織図・その他

7 台本作成 資料収集

4 企画書作成 テーマ・コンセプト・ターゲット決め

5 企画書作成 内容

2 企画立案 どんな舞台を作る（演劇・ミュージカル・その他）

3 企画立案 どんな舞台を作る（演劇・ミュージカル・その他）

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 企画立案 どんな舞台を作る（演劇・ミュージカル・その他）

授業概要、目的、

授業の進め方

１．本番を設定した上で制作過程を学ぶ

２．舞台制作プロセスと本番の経験

３．各自、これまで学んだことを基本に企画から本番までを実施

学習目標

（到達目標）
前期授業の集大成としての演劇舞台の準備・制作・公演・その他、スタッフとして関わり

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
舞台制作に関する必要物（台本その他）の配布

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数 140時間

演技実習

担当教員 矢頭　勲 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期



実務経験教員の経歴 舞台演劇活動歴30年以上、　舞台演出・舞台監督・演技指導歴15年



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

24 本番 評価

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

評価50%、制作過程での進捗状況20％、学習意欲30%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以上)・

D評価を不可とする。

卒業評価の対象となります。

22 リハーサル 会場入り（通し）

23 ゲネラルプローベ

20 稽古期間 最終チェック

21 リハーサル 会場入り（通し）

18 稽古期間 音響・照明プランニング

19 稽古期間 音響・照明プランニング

16 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

17 稽古期間 音響・照明プランニング

14 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

15 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

12 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

13 稽古期間 衣装・大道具・小道具作成

10 台本作成 直し

11 台本作成 完成

8 台本作成 基本的構成決定

9 台本作成 ラフ台本

6 企画書作成 予算・スケジュール・組織図・その他

7 台本作成 資料収集

4 企画書作成 テーマ・コンセプト・ターゲット決め

5 企画書作成 内容

2 企画立案 どんな舞台を作る（演劇・ミュージカル・その他）

3 企画立案 どんな舞台を作る（演劇・ミュージカル・その他）

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 企画立案 どんな舞台を作る（演劇・ミュージカル・その他）

授業概要、目的、

授業の進め方

１．23日×6コマ+2コマ

２．舞台制作プロセスと本番の経験

３．各自、これまで学んだことを基本に企画から本番までを実施

学習目標

（到達目標）
全期授業の集大成としての演劇舞台の準備・制作・公演・その他、スタッフとして関わり

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
舞台制作に関する必要物（台本その他）の配布

必修・選択 必修 単位数 ー 単位時間数 140時間

修了制作公演

担当教員 矢頭　勲 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 後期



実務経験教員の経歴 舞台演劇活動歴30年以上、　舞台演出・舞台監督・演技指導歴15年



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 御礼状の書き方

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

履歴書提出30%、企業訪問レポート提出20％、模擬面接20％、出席率30%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

就職活動と並行する授業となるため、受験企業が決まった時点で

個別対応も行います。

16

17 企業受験の心得

14

15

12

13

10 面接Ⅰ 服装や持ち物

11 面接Ⅱ 模擬面接

8 履歴書を書く

9 履歴書を書く

6 履歴書Ⅱ 志望動機

7 履歴書Ⅲ その他、特技など

4 企業リサーチ 求人情報を見方

5 履歴書Ⅰ 自己PR

2 企業の選択 何が出来る？内をしたい？

3 企業リサーチ ホームページでの公開情報

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 企業の種類 職種と業種

授業概要、目的、

授業の進め方

１．就職活動を行う為の動機づけ

２．就職活動の進め方（スケジュール、履歴書の書き方等）

３．個別面談

学習目標

（到達目標）
求職希望者全員内定

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
教科書は使用しない、必要な資料はその都度配布

54時間

就職実務

担当教員 広川　一義 ×

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 選択 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 映像制作プロダクションにて10年番組制作に携わる



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

54時間

舞台演劇

担当教員 矢頭　勲 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 選択 単位数 ー 単位時間数

授業概要、目的、

授業の進め方

１．舞台俳優に必要な身体を身に付ける

２．演技メソッドの理解と実践

３．リアリズム演劇を理解する

学習目標

（到達目標）

現実的な表現と非現実的な表現について理解できる。また、演出家が求める演技について考え、対応し順応

できる。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
練習用台本を必要に応じてコピーし配布

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 俳優演技の基礎１　体の使い方
トレーニングの重要性の確認

発声・滑舌などの訓練について

2 俳優演技の基礎２　表情を鍛える
日常的な場面でも、表情は動いています。台詞理解ととも

に、目線や仕草も無意識に反応しています。

3 俳優演技の基礎３　呼吸法に対する意識
気持ちの持ち方で行動に差が出ます。ため息や笑い方な

ど、いろいろな呼吸の仕方があります。

4 俳優演技の基礎４　シチュエーション
場面設定の理解と人物像から行動やセリフの言い方を試し

てみる。

5 俳優演技の基礎５　感情表現について
感情の出し方より先に、感情の生まれ方を考える。自分に向けて

話す相手の台詞から自分が反応していることを理解する。

6 俳優演技の基礎６　喜怒哀楽と老若男女 感情表現に年齢設定や性別、擬人化などを加えてみる。

7 俳優演技の基礎７　アンサンブル稽古 集団による歌のシーンやダンスシーンについて

8 俳優演技の基礎８　コロス 集団演技について

9 演技発表１
コロスもしくは、複数人による演技

５分程度の演技発表会

10 演技実習１　姿勢や発声で必要な体について 基本的なトレーニングのおさらい

11 演技実習２　反射と影響
台詞や表情・仕草から相手の意識を感じ取り、それに反応

してみる。

12 演技実習３　インプロ１
反射や影響から心に生じる変化を自然体として受け止め、

行動へと進めてみる。

13 演技実習４　インプロ２
シチュエーションだけを与え、個人の記憶から発想される

行動や変化を楽しみながら表現してみる

14 演技実習５　エチュード１
場所や場面、人物の性格だけを決め、役者のみでストー

リーをその場で繋いでみる。

15 演技実習６　エチュード２
前回、行ったエチュードと同じシチュエーションで行って

みる。新しい発見や表現を感じてみよう。

16 演技実習７　エチュード３ エチュードから生まれたシーンを台本化してみる。

17 演技発表２ グループ（６～１０人）での発表会（エチュード）

18 演技振り返り 録画したビデオを見ながら振り返りを行う

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

定期試験40%、レポート25％、実技試験25％、学習意欲10%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

様々な台本を使い、時間ごとにテーマを探り、表現の世界を色々

な角度で感じ取ってください。決して、授業がすべてでない表現

の世界であるとともに、先人たちが記した表現について理解する

ことの大切さも学んでほしいと思います。



実務経験教員の経歴 舞台演劇活動歴30年以上、　舞台演出・舞台監督・演技指導歴15年



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 テスト発表

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

定期試験40%、レポート25％、実技試験25％、学習意欲10%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

出席は大前提。積極性、参加意欲を重視します。

役者としての自分と真摯に向き合う姿勢と、演劇に対する好奇

心、演技力向上に対するモチベーションを保つこと。

16 ドラマのための即興演技７ 戯曲を使った即興トレーニング

17 ドラマのための即興演技８ 戯曲を使った即興トレーニング

14 ドラマのための即興演技５ 戯曲を使った即興トレーニング

15 ドラマのための即興演技６ 戯曲を使った即興トレーニング

12 ドラマのための即興演技３ グループでの即興トレーニング

13 ドラマのための即興演技４ 戯曲を使った即興トレーニング

10 ドラマのための即興演技１ 1人での即興トレーニング

11 ドラマのための即興演技２ 2人組での即興トレーニング

8 戯曲への演技アプローチ３ 戯曲の解釈から演技に繋げる実習

9 テスト発表

6 戯曲への演技アプローチ１ 戯曲の解釈から演技に繋げる実習

7 戯曲への演技アプローチ２ 戯曲の解釈から演技に繋げる実習

4 戯曲の読み方 役者としての戯曲の読み方・分析

5 セリフ演技について セリフ演技についての説明・実践

2 セリフと間 セリフと間を実際に演じてみるエクササイズ

3 演技で空気をつくる 演技で空気をつくるエクササイズ

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 役者とは・演技とは
役者とは何か、演技とは何かを考察する。演技者の為のイ

ントロダクション

授業概要、目的、

授業の進め方

１．役者の仕事を理解し、演技することができる

２．戯曲を読解し、演技につなぐことができる

３．役へのアプローチを多角的にできる

学習目標

（到達目標）

役者とは、演技とは何かを常に追求する頭を獲得し、戯曲やシナリオを役者的観点から読解することができ

るようになる。多角的な役へのアプローチを実践し、現場で必要とされる演技力を獲得する。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
その場に応じて教材・テキストを用意。

54時間

表現トレーニング

担当教員 安川　嘉文 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 選択 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 芸能活動15年以上、専門学校にて演技指導歴6年



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 １年間のまとめ １年間の振り返り

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

前期・後期において振り返りレポートの提出60%、学習意欲40%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

オーディションへ提出する仮歌を収録することがあります。課題

レポートの提出があります。

16 メジャー調ロック
実習（同じテーマ夢についての歌詞制作）。プリント配

布。

17 直近の音楽業界展望 音楽シーンは今、こうして作らている

14 プロデュース（ミュージックレイン） 実習（テーマ麻倉もも）。プリント配布。

15 プロデュース（ミュージックレイン） 実習（テーマ夏川椎菜）。プリント配布。

12 プロデュース（ミュージックレイン） 実習（テーマTry sail）。プリント配布。

13 プロデュース（ミュージックレイン） 実習（テーマ雨宮天）。プリント配布。

10 K POP 実習（テーマ訳詞 ）。プリント配布。

11 コミックソング 実習（テーマツイッター）。プリント配布。

8 前期まとめ 前期の振り返り

9 J POP 実習（テーマ夏の終わり）。プリント配布。

6 王道バラード 実習（テーマハナミズキ）。プリント配布。

7 コライト（共作） 実習（グループを組んで制作）。プリント配布。

4 マイナー調ロック 実習（テーマ約束）。プリント配布。

5 王道アニソン 実習（テーマワンピース）。プリント配布。

2 CMソングについて、ガレージバンドの操作について。 実習（青森リンゴテーマソング制作）。プリント配布。

3 メジャー調ロック 実習（夢についての歌詞制作）。プリント配布。

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 オリエンテーション 自己紹介、授業目標の説明、データ共有方法の説明。

授業概要、目的、

授業の進め方

１．作詞を中心とし、プロデュースについて学ぶ。

２．GarageBandを使用し、自分の声を録音することで客観的に評価する。

３．自分自身で制作することにより、言葉一つ一つの重みを理解する。

学習目標

（到達目標）

1.自分の声を録音することができる。　2.テーマに沿った歌詞を書く事が出来る。３.作品、アーティストの

イメージの構築方法が理解出来る。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
適宜プリントにて対応。

54時間

音楽プロデュース

担当教員 冨田　一輝 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 2 開講時期 前期・後期

必修・選択 選択 単位数 ー 単位時間数
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② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 講評会 作品の上映会

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

シナリオ提出70%、出席率30%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

上)・D評価を不可とする。

一人、一作品必ずシナリオを提出する事。コンペで通らなくて

も、最後まで映像作品を完成させる事。

16 編集実習Ⅱ 取り込み方法・仕上げ方法講義

17 編集実習Ⅲ 編集したものを納品出来る形態にする。

14 撮影実習Ⅱ 撮影

15 編集実習Ⅰ 撮影

12 制作実習Ⅲ カメラテスト・衣装合わせ・小道具・リハーサル等準備

13 撮影実習Ⅰ 撮影

10 制作実習Ⅰ 撮影場所、キャスト、予算等を決める

11 制作実習Ⅱ
スケジュール、撮影場所、キャスト、予算等の調整、交

渉、許可取りを行う

8 映画・映像制作基礎知識Ⅱ ロケハンの注意点、考え方

9 映画・映像制作基礎知識Ⅲ メイク・美術の考え方

6 シナリオ制作Ⅴ 各個人、個人でシナリオの作成を行う

7 シナリオ制作Ⅵ シナリオ決定稿提出

4 シナリオ制作Ⅲ 各個人、個人でシナリオの作成を行う

5 シナリオ制作Ⅳ シナリオチェック、ダメ出し

2 映画・映像制作基礎知識Ⅰ
撮影・照明・録音・制作・演出・美術等各部署の役割を学

ぶ

3 シナリオ制作Ⅱ 各個人、個人でシナリオの作成を行う

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 シナリオ制作Ⅰ シナリオの作り方を学ぶ

授業概要、目的、

授業の進め方

１．シナリオ制作を行う

２．各授業で学んだ技術を総合的に使用してみる

３．グループワークで1つの映像作品として完成させる

学習目標

（到達目標）
撮影・照明・編集・企画の授業の関連性を学生に持たせる。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
教科書は使用しない、必要な資料はその都度配布

54時間

制作実習

担当教員 井上　朗子 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 選択 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 元にいがた映画塾代表、新潟で20年以上映画監督としても活躍している



② 国際映像メディア専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

18 配信基礎実践Ⅱ 映像作品の配信

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

実技試験70%、出席率30%

成績評価基準は、A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以

下)・D評価を不可とする。

最終的には自身で動画配信を活用できるようにする

16 配信基礎実践Ⅱ 映像作品の配信

17 配信基礎実践Ⅱ 映像作品の配信

14 配信基礎Ⅱ 複数の機材を使用した、配信ワークの基礎を学ぶⅡ

15 配信基礎実践Ⅱ 配信設計に基づいて、配信設備をセッティングしてみる

12 配信基礎Ⅱ 機材を複数用いた配信機材の組み立てを行う

13 配信基礎Ⅱ 複数の機材を使用した、配信ワークの基礎を学ぶⅠ

10 配信用映像制作 撮影・編集実習

11 配信基礎Ⅱ 機材を複数用いた配信機材の仕組み、使用方法を学習する

8 配信用映像制作 撮影・編集実習

9 配信用映像制作 撮影・編集実習

6 撮影の基本 機材の使用方法

7 編集の基本 機材の使用方法

4 配信基礎Ⅳ WEB配信に必要な基礎的知識を学ぶ

5 配信基礎実践Ⅰ
基本的な配信設計に基づいて、配信設備をセッティングし

てみる

2 配信基礎Ⅱ 配信機材の仕組み、使用方法を学習する

3 配信基礎Ⅲ 配信設備の組み立てを行う

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 配信基礎Ⅰ 配信機材の種類、名前を学習する

授業概要、目的、

授業の進め方

１．配信機材の名前、種類、扱い方を学ぶ

２．基本的な配信システムの考え方を学ぶ

３．映像作品を作って配信

学習目標

（到達目標）
学生自身で配信のイベント企画、実施

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
教科書は使用しない、必要な資料はその都度配布

54時間

動画制作配信

担当教員 仲野　龍一郎 〇

対象学科 映像・演技研究科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 選択 単位数 ー 単位時間数



実務経験教員の経歴 ご当地アイドルのイベント企画の実施、配信スタッフ


